
気

候

福
島

県

の
平

均
気
温

を
見

る
と

、

等
温
線

が
南
北

に
走

る
山

脈

に
ほ
ぼ

平
行

し
、
会

津

の
山
地
、

阿
武

隈
山

地
な

ど
に

は
常

に
低

温
域

が
見

ら
れ
、

夏
に

は
内
陸

の
福
島

・
会
津

盆
地

な

ど
に
最

高
域

、
冬

に
は
小
名

浜

な
ど

海
岸
地

方

に
最
高
温
域

が
あ

る
。
内

陸

は
海
岸

地
方

よ
り
、
夏

と
冬

の
気

温
差

が

一
般

に
大
き

い
が
、

矢
吹
地

域
は
、
福

島

・
若
松
な

ど

に
比

べ
て

そ

れ
ほ
ど

で
は
な

い
。

こ
れ
は

、
標

高

、
山

脈

な
ど

の
地

形
に

よ
る

も

の

と
考
え

ら

れ
る
。

矢
吹

の
年

平
均
気

温

一
二

・
五
度

C

(昭
和

四

十
七
年

)、
一
二

・三
度

C

(昭

和
四

十
八

年

)
で
温
帯

に
属
し

、

気

温

の
年

変
化

に
特
異

な
点

は
な

い
が
、

一
月
下

旬

か
ら
二
月
中
旬

に
か
け

て

最

も
寒

く
、

八
月

が
最
高

気

温
と

な

り
、

郡
山

よ
り
少

し
寒
く

、
白
河

よ

り

わ
ず

か

に
暖

か

い
。

ク

ラ
イ

モ
グ

ラ
フ
か
ら
見

る
と

、

関
東

に
類
似

し
、
温
暖

湿
潤

型
気

候

と
考

え
ら

れ

る
。

醸鱗
矢 吹 ヶ 原

鳶

鷺

荏、
^

鞍

禦
,
、』

月別降雨量と月平均気温

昭和48年(1973、
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平 均気温(等 温線

(48年2月)

5

4

勉

4
3

3

O

・愚

阿
12

●

0

動

物

・

植

物

2
一1

 

温
帯

の
年
平
均

気

温
は

一
般
に
六
度

C

～

一
三
度

C
と

い
わ
れ

る

の
で
、

矢
吹

地

域
は
暖
帯

に
近

い
温
帯

で
あ
り
、
生

物
相

も

比
較
的
豊

富
な

地
域

と
考

え
ら
れ

る
が

、

降
水

量
が
少
な

く
、

乾
燥

し
た
地
帯

で
あ

り
、

地
形

の
変

化

に
乏

し
く
、
土

地
も

肥

よ

く
で
な

い
た
め

に
、
特

殊
な
も

の
と

し

て
と
り
あ

げ
る
も

の
は

少
な

い
。

温
帯

は
、
落
葉
広

葉

樹
林

で
代

表

さ
れ

る
が
、
標
高

三
〇

〇

メ
ー
ト

ル
内

外

の

い

わ
ゆ

る
矢

吹

ヶ
原

は
、

特

に
そ
の
昔
、

宮

内
省

の
御
料
地

の
頃

の
キ

ジ
の
狩
猟
場

と

し

て

、
あ
る

い
は
、

国
営
猟
区

と
し

て

、

飼
育
放

鳥
さ

れ
て

い
た
時
代

に
は
、

ク
リ
、

コ
ナ

ラ
に

ア
カ

マ
ツ

の
ま
じ

っ
た
雑

木
林

が
多
く

、
キ

ジ
、

ヤ

マ
ド

リ
は
も
ち

ろ

ん

野

鳥

の
数

も
多

か

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

現

26

2728

0蜘)

飯
吹

25

⑳

(48年8月)

27

26

25

 

在

で
は
開

拓

が
進

み
、
伐
採

さ
れ

、
そ

の

名

残

り
を

と
ど

め
る
程
度

に
な

り

つ

つ
あ

る
。

も
と

も
と

中
通

り
地

域

は
ア

カ

マ
ツ

森
林
区

と

い
わ

れ
、
気

候
、
土
壊

、

地
史

な
ど

か
ら

し
て
、

ア
カ

マ
ツ
が
極

相
林

と

な
る

の
が
普

通

で
あ
る

が
、
現
在

の
ア
カ

マ
ッ
林

は
、

ほ
と
ん

ど
が
植
栽

林

で
あ

り
、

須
賀

川
地

域

に
比

べ
て
、
そ

の
森
林

は
少

な

い
。

ま
た

、
矢

吹
地
域

に
は
池

沼

が
多

く

、

そ

の
岸
辺

は
湿

地
帯
と

な
り

、
湿
性

の
植

物
も
多

く
見

ら

れ
た
が
、

開
田

に
よ

り
し

だ

い
に

そ

の
姿

を
消
し

て
き

て

い
る
。

し

か
し

、
矢

吹
は
厳
冬

の
頃

に

は
、

オ

オ

ハ
ク

チ

ョ
ウ

の
飛
来

を

み
る

こ
と
も

あ

り
、

公
害

の
影

響
も
少

な
く

、
す

ば
ら
し

い
自
然

環
境

に
恵

ま
れ

た
地
域

で
あ

る

の

で
、

い
つ
ま

で
も

保
持
し

た

い
。

くさぼけ(し どみ)

ナラ雑木林(三 城目)

幽 聯 購'

ロ

も
　

駈

隆

贈
∴

舜

..

泌

の

ちドゴド

更
蕊
難

影
織
治
"
薫

,

縣 '
G

鞭 厨 ∵

 

診
、

。`誼貯

レ

中
通

り

は

ア
カ

マ
ツ
森

林
区

と

い
わ

れ

気
候

・
土
質

共

に
ア
カ

マ
ツ
の
生

育

に
適

す

る
と
考

え

ら
れ

る
。

し

か
し

矢
吹

町
内

で

は
開
拓

が
進

み
須
賀
川

地
域

に
比

し
少

な

い
。

 ,

望

♂

ざ

型

墜

灘
、

継

 

繋
鰯

覧

鞭
=に成長した松植林(矢 吹 大林)
灘
みごと 植

引り

し

ク
ー

響
∵

騒
廊ド
ら

・
饗

鐙

-
～

鱗

い

離 ・穂 甑

鱒3'璽獅
,・「 撚

'務`

『～ 』「闘'震

碗 ♂翌,

覇
ゑ 謹

標

高

七
〇

〇
メ
ー
ト

ル
以

下

に
生
ず
る
。

落
葉

広

葉
樹

の
代
表
森

林
。

一
五
年

～
二

〇
年

毎

に
薪

炭
材
と
し

て
伐

採

さ
れ

て
き

お

ち

ば

た
林

で
普

通

に
み
ら
れ

る
。
落

葉

か
き
な

ど
さ

れ

る
所

で
は
森
林

を
構

成

す
る
植
物

の
種
類

も
多

い
。

杉

植

林

は
極
め

て
少

な

く
、

材
質
も
良

好
と

は

い
え
な

い
が
点
在

す

る
。

幽ぜ

(須 乗)

 

林

駅

難

峯

》

遜

あ

,
.細

盛

・鯉

製へ 誘 ひ晦 鰯
ワ も ひ ざの サほ 　ス
い

齢
杉 植
♂癬 鰯

ぐ
揮・

 

鴨
塗

.
潴

"3、顯 毅讐ボr.
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曝 ㌦ 囁だ

懸
磯 、

幽一
さ ぎそ う 低地 には池沼 が極め て 多 く,そ の 岸

辺 は湿地帯 とな り湿性 の植物 も多 くみ られたか,
開 田が進 み次第 に減少 し,そ の姿 を消 しつつある

。

さ

ぎ

そ
う
群
生

竣

大 池 公 園

町民 のい こいの場 と して着 々 と整備 力・進め られている
。必整 霧

A・ "鴇 幽

と
き

そ
う

須乗 の松

三叉路 の ほぼ中央 にあ り,目 通

り3.05m樹 高約15mの 老 松 である。

陣屋 の二本 カヤ(中 畑字 本村)

県指 定天 然記 念物。 その昔 当地

方 の領主松平 軍 次郎 の陣 屋建 設当

時,す で にみ ごとに生育 して いた

の で残 した とい われ る。 二本 ある

が大 な るは根囲 り5,2m樹 高20m。

樹勢 もす こぶる旺盛 で ある。
」iγ 炉

絡

ぼ

づキつっ

麹 麟 軍 冊噂 φ'7

輪

＼
、

ノ
溶

、

ポ
噛 開

謙

.養

、i瞬

松並 木(中 畑字 五本松)

奥 の細道 自然歩 道の名勝 の一

つ。明 治8年 に補植 され たが 目

通 り170cm,樹 高25mに も達す

る もの がほ とん どで,往 時 を物

語 るにふさわしい松並 木 である。

「

鱒

.

愚慧

古山王 の桜

目通 り4.2m地 上2.3mよ り四

本 に枝分れ,樹 高18m,樹 冠25m

の桜 の大樹 で樹勢 も旺盛 である
。

、森 で ご悔
＼'¥『 ㍉ ～ 『

`亀

曳 メ 鱒

、、5
虚

,.・ ㌔

瓢
`

.

　滅　
痴r炉 韓

'蓼
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蝶 嚢
ヤ マ ドリ キ ジ科 。・姿・形 は殆 ん どキ ジ と同 じで ある

が,羽 の 色が全 く異 なる。 キジに劣 らな い名鳥 で,キ ジ

よ りも山 の手に 多 く生息 す る。

冠

轟
縦属鰹

》
ρ ノ

ご「,・,},ρ 卿

,

謎

クロ ミドリシジ ミ

(.ヒ ♂)

(下 ♀)

、

耀

購

翠

睡

,

蕨

し

騒
醗懸

,

セ

ヨ

ら

の

,

』

該魏 「

葱

誇

ウラギンシジ ミ

ヒ
バ

リ

(
ヒ
バ
リ
科

)

草

原

・
麦

畑
な

ど

に
住

み

地
ヒ

に
巣

を
つ
く

る
。
春
に
な

る
と
雄

が
空

中

で
さ
え
ず

る

の
で
よ

く
知

ら
れ
る
。,《

司

糟
、

獲

…
轟
謎

ミヤマカラスシジ ミ

㌃'

靭

L/ノ

キ ジ キ ジ科。 日本固 有種の.一つ。 大変 美

しい姿 色彩 の鳥で,山 麓 の林や 草原 ・丘 な ど

に生 息。 矢吹 ヶ原 には 多か った。

コ
ジ

ュ
ケ
イ

蝶

中
国

か

ら
輪
入

さ
れ
、
人

工
的

に
繁

殖

さ
れ
た
鳥

で
、

雑
木

林

や
竹

や
ぶ
に
多

い
。

端

糞

オオムラサキ(♂)

タテハチ ョウ科。幼 虫はエ

ノキの葉を食べ る。開張 は♂

で9cm、,♀ は更 に大 きい。

コ
ム
ラ
サ
キ
(
左
上

)
キ

ベ
リ
タ
テ

ハ
(右

ス
ミ
ナ
ガ

シ
(左
ド
)

為
畠
『

露
p
ー

、

233一

㊦

至

・ ・
.驚・ぜ ボ 毒

琢 蔑'『趣璽

拠
〆 遵ゆ

類

ゴマ ダラカミキ リ の害 虫
。5月～8月 出現す る。日本 全土 に分

大型 の カ ミキ リム シで体 長
布 し・ ヤナ ギ・ が40～50mmも あ る

。ポプラ
,ミ カ ン 瀞

類 を食す。6月 一
～8月 出 現

。

、 ・

享 一

日本 には200余 種生 息 してい るが,

矢吹 附近 で は50～60種 程度 で ある。そ

の うち特 に珍 しい もの を載 せ た もので

あ るが,特 にオオ ムラサ キは国 蝶に指

定 され て いる大型 で美 しい蝶 であ る。

コム ラサ キ タテハチ ョウ科 。幼 虫

はヤ ナギの葉 を食べ る。6月 ～7月 発生 。

開張 は7cm位 。 ♂は紫の 幻色 を翅 表 か

ら放 って 美 しい輝 きをあ らわ す。

ス ミナガ シ タテハ チ ョウ科。幼 虫

は アワブ キの葉iを食べ る。開 張6,5～7

cm。 サ ツマ ガス リの よ うな模 様 あ り。

キベ リタテハ タテハ チ ョウ科 。.一

般 には 山地 に多い。 開張7.5cm位 。6月
～9月 に出現 。ヤナ ギの葉 を食べ る。

シ ロスジカ ミキ リ ク リ,

クヌギ,コ ナラ,イ チ ジ ク等

蜘 `

嚢
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